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轟1供試土壌の種類
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1　は　し　が　き

大豆の生育にとって根粒菌は大きな役割を果しており，

一般には収量の高いものはど根粒の着生も良好であること

が知られている。大豆1個体には100～150個くらいの根

粒が着生するが，それら根柏の個々について窒素固定能あ

るいはエネルギー利用効率などを測定してみると，その値

には根粒間で大きな違いがみられ，中には窒素固定能のな

いものもみうけられる。したがって，大豆栽培で根粒菌を

うまく利用するには．窒素固定能やエネルギ⊥利用効率の

高い菌（有用菌）の着生割合を高めることも重要な課題で

あると思われる。有用菌の着生割合を高めるには，選抜し

た有用菌を接種するのも一つの方法である。そこで，接種

した有用歯の効果的な着生法を知るために，土壌条件や接

種法の違いが根粒の着生にどのように影響するかを調べた。

2　試　験　方　法

‖　土壌の遠いと根粒着生

縦に2分して，その断面には透明のアクリル樹脂板を2

枚重ねて地下部の観察を容易にした5．000分の18の馴脂製

ポットに表1に示す11鎚類の土壌を詰めた。

処理は炭カルによるp上場正（p比6．5を目標）の有軌硫

安による基肥窒素施用の有無，及び有用歯接種の有無の3

表2　供試土壌のp上Ⅰと無機態窒素含有迫

記号 土 壌 の 種 類 記号 土 壌 の種 類

仙 1 中性火山職 醐巴（32 t）連用噺 鳳 7 沖積水 田転換初年 日

他 2 中性火 山灰無塵肥 畑 他 8 〝　　　 2 年 目

他 3 中性火山灰末耕地 瓜 9 〝　　　 3 年 日

鳳 4 中性火山灰水田転換 初年目 他10 沖積畑

仙 5 〝　　　　 2年目 他 1 1 花崗岩畑

鳳 6 〝　　　　 3年目

処理2水準とした。なお，供試大豆の品種は「ナンプシロ

メ」．播種日は5月29日で．調査日は7月9日から11日ま

での3日間である。

ほ）高密度歯接種による根粒着生

十勝農協連農産化学研究所所有のSoybeaD USAペース

ト（5．7×101リグ）とSoybean A1017ペースト（4．1×101シ／

ダ）の2任を原体とし．使用に当たっては原体1㌢を1．000

倍に希釈した。接種は播種時と培土直前の2回とした。1

回目は播種直後の種子に1粒当たり1戒．すなわち．1校

に108ォーダーの根粒菌を加え．2回目は1株当たり50批β

加えたのち培土した。

3　試　験　結　果

（日　土壌の遠いと根粒着生

供試土壌のpHと無機態窒素軌は表1に示すとおりで，

鳳 1 仙 2 撤 3 旭 4 仙 5 他 6 服 7 他8 臓10
6 ．0 1 6 ．0 5 b ．1 7 6 ．5 0 6 ．9 0 6 ．1 0 5，8 3 5 ．8 0 5 ．乃 6 ．6 7

1 3．1 2 ．7 3 ．2 8 ．9 8 ．1 8 ．9 7 ．6 1 3 ．5 1 1．0 6 ．2

注．＊：風乾土使用

表3　土壌の種類が根粒の着生や発育に及ぼす影響

他 1 仙 2 他 3 他 4 他 5 他 6 瓜 7

5 8 ，6 8 0 ．0 2 8 ．8 8 6 ．5 1 3 1．0 45 ．8 98 ．3 1 0 7 ．6 1 1 1 ．0 4 4 ．3

a e a b ¢ b d b e b a t〉 b e
7 3 ．0 1 1 2 ．6 34 ．5 20 3 ．8 2 0 3 ．6 13 6 ．4 2 66 ．4 2 8 0 ．9 3 26 ，3 3 7 ．4

a b k d e ¢e C e o r ¢ 8 d

6 4．4 2 1 6 ．9 3 3 ．9 2 1 1．9 1 73 ．4 12 8 ．4 2 4 3 ．8 16 2．8 2 2 3．0 3 1．5

8 b 8 b e b d d e b f bd r g
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pHが6．5以下の場合には炭カルを加lえて6．5に矯正した。

根粒着生は水田転換畑，そのうちでも沖積土壌で多くそ

の沖積土壌では転換初年目と2年，3年後における根粒着

生にはっきりした差はみられない。また．転換畑に着生す

る根粒は畑のそれよりも明らかに大きかった。

炭カルの施用は根粒着生を増加させた。一方．基肥窒素

の施用は根粒着生を抑制したが，その程度は土壌の種類に

よって異なり．水田転換2，3年目の沖積土壌のように着

生数の多いレベルで変化しないもの．少ないレベルで変化

しないものなど，やや複雑な様相を示していた。

根粒菌接種の影響はどの土壌の場合にも明らかでなかっ

た。

表4　根粒の着生に及ぼすpH，施肥窒素，根粒菌接種の影響

項 目　　　　 有 無

土　　　 壌　　　 の　　　 種　　　 類

鵬 1 鳳 2 鳳 3 他 4 鳳 5 他 6 鳳 7 他 8 瓜 9 他 10 鳳 1 1

板 p fl の 矯 正
＋ 7 4 ．3 9 0 ．0 2 9 ．5 8 8 ．3 12 3 ．0 50 ．3 10 0 ．0 13 4 ．0 1 2 8 ．0 4 5 ．3 5 1．8

校

数

4 3 ．0 7 0 ．0 2 8 ．0 8 4 ．8 13 9 ．0 4 1．3 9 （）．5 10 2 ．3 9 4 ．0 4 3 ．3 3 6 ．5

根 粒 菌 の 接 種
＋ 5 3 ．8 6 6 ．0 2 8 ．8 8 5 ．5 13 3 ．8 4 2．8 9 6 ．3 1 0 4 ．8 1 2 3 ．5 3 8 ．8 4 0 ．8

／

個

体

6 3 ．5 9 4 ．0 2 8 ．8 8 7 ．5 12 8 ．3 4 8 ．8 10 0 ．3 1 3 1．5 9 8 ．5 4 9 ．8 4 7 ．5

基 肥 N の 接 種
＋ 4 7 ．3 7 0 ．8 2 5 ．8 8 7 ，0 8 0 ．8 4 3 ．8 78 ．8 1 2 7．5 1 1 1 ．3 4 3 ．8 29 ．8

70 ．0 8 9 ．3 3 1．8 8 6 ．0 18 1 ．3 4 7 ．8 1 17 ，8 1 0 8 ．8 1 10 ．8 4 4 ．8 5 8 ．5

根

粒

重

p H　 の 矯 正
＋ 9 9 ．5 12 7 ．8 3 5 ．3 18 5 ．3 2 0 1 ，0 13 7 ．8 28 9 ．8 2 7 1．0 3 5 6 ．0 3 6 ．3 5 8 ．5

46 ．5 9 7 ．5 3 3 ．8 2 2 2 ．3 2 0 6 ．3 13 5 ．0 24 3 ．0 2 90 ．8 2 9 6 ．5 3 8 ．5 4 0 ．8

根 粒 菌 の 接 種
＋ 7 6 ．8 10 4 ．8 2 7 ．3 2 16 ．8 2 5 4 ，3 1 2 2．8 18 6 ．5 3 1 6 ．5 3 4 3 ．3 2 8 ．3 5 7 ．5

／

個

体

－
6 9 ．3 12 0 ．5 4 1．＄ 19 0 ．8 15 3 ．0 1 50 ．0 3 46 ．5 2 4 5 ．3 3 0 9 ．3 4 6 ．5 4 1．8

基 肥 N の 施 用
＋ ．4 6 ．3 1 10 ．8 1 5 ．3 19 1．8 1 10 ．5 7 5 ．8 2 27 ．0 2 7 9 ．0 3 2 8 ．0 3 3 ．8 3 2 ．5

－ 9 9 ．8 ’1 14 ．5 5 3 ．8 2 15 ．8 2 9 6 ．8 19 7 ．0 30 5 ．＄ 2 8 2 ．8 3 2 4 ．5 4 1．0 6 6 ．8

蓑5　有用根粒菌の接種が根粒の着生・活性に
及ほす影響（圃場試験）

　 項 目

日 処 理

根 粒 数

／諺

根 粒 重 根 粒 活 性 （〟 肋 ）

将 ′粒 ダ′ 撼 ／ タ ／虎 ／10 0粒

7

月

1 4

対　 照 1 ．14 3 0 ．76 0 ．8 7

U S A 1，1 5 8 0 ．3 7 0 ．4 3

A l O 1 7 1，1 2 8 0 ．3 9 0 ．4 4 －

日 有 意 性 n 8 ＊ ＊
－

8 対　 照 2 ．7 3 1 2 ．15 5 ．8 6 5 0 ．5 2 9（〉 10 ．8

月 U S A 2 ，6 4 5 1 ．53 4 ．0 4 8 8 ．8 3 5 8 1 3 ．6

1 0 A l O 1 7 2 ，8 8 5 1 ．7 3 4 ．9 9 7 7 ．8 3 8 8 1 3 ．5

日 有 意 性 n S n 8 ＊ ＊＊ ＊ n S

9 対　 照 3 ，8 6 9 4 ．24 1 6 ．4 0 3 7 ．5 5 8 5 1 5 ．1

月 U S A 3 ，1 6 7 3 ．6 0 1 1．3 9 4 3 ．3 4 9 3 1 5 ．6

4 A l O 1 7 3 ，0 9 0 4 ．6 7 1 4 ．4 4 3 7 ．4 54 0 1 7 ．5

日 有 意 性 10 ％ ＊ ＊ n S n S 1 0 ％

表6　有用薗接種が収塁及び収鼻構成要素に
及ぼす影響

稔 不 不数 百
実 稔 稔割 拉
英 葵 英合 重
数 数 （％） （の

一
乗
拉
数

地上部重（摘）

茎 乗
不
稔
英

子

葉

5 9 8 9 9 1 4 ．3 2 5 ．7 2 ．2 9 1 7 2 1 0 7 9 3 2 7

6 0 0 7 4 1 1 ．0 2 4 ．5 2 ．1 2 1 5 8 9 9 6 3 0 3

6 1 3 8 8 1 2 ．5 2 5 ，3 2 ．2 6 1 7 3 1 0 8 8 3 2 5

n S ＊ n g 8 8 n S n 8 n 8 ＊ n S

ほ）高密度薗接種による根粒着生

表Sの7月14日と8月10日の測定値にみられるように，

1粒当たり108ォーダーの根粒菌を接種しても根粒着生数に

変化はみられないが，根粒重（職／粒，タ／据）には明らか

な違いがみられる。すなわち，7葉期の7月14日と開花終

期の8月10日のいずれの時期も接種区の根粒重は小さい．

しかし，アセチレン還元法により求めた根粒活性は逆に高

く，接種区の窒素固定星が対照区のそれよりも多いことが

示唆された。

表6は有用函接種の影響が子実収墨までには及んでいな

いことを示している。

開花期には活性の高かった接種区の根粒も，最繁期の9

月4日には対照区と同レベルにまで低下した。最繁朋は窒

素同定蛍の最も旺盛な時期であり，この時期に既に処理差

のなくなったことの追求は今後の主要な課題であろう。

4　ま　　と　　め

日）根粒着生は畑土壌よりも水田転換土壌において良好

計　　であった。

（2）播種時に高濃度の根粒菌を接種した場合の着生根粒

615　の平均粒重は開花期まで対照に比べて小さかったが最繁期

566　には同じ程度になったが，これが接種菌の着生によるもの

614　なのか，接種菌との競合により土着菌の着生が遅れたこと

によるものかなどについては今後の課題である。




